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県茶業振興大会で受賞した橋口有共氏（写真右、左から３人目）
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１５周年祭で賑わったせせらぎ

宮原販売センター主催の小論文学習会では、
１分間自己紹介プログラムを毎回実施

【写真提供：東陽支所さま】

いわっちょの面白写真
～特注のお経ケーキ～
バースデイケーキに、何やら漢字

が書かれていると思いきや、なんと

その正体はお経！！ありがたいけ

ど、食べたらバチが当りそう！

それにしても、どれだけの時間を

かけて作られたのだろう？(^-^;

橋口有共氏、「農林水産大臣賞」受賞
2019年度熊本県茶振興大会

２月４日、県産茶の品質向上を目指

す県茶振興大会が熊本県経済連本

館にて開催され、生産者ら約１２０人

が出席した。県や農業団体、県茶商

業協同組合でつくる「くまもと茶ブラン

ド確立対策協議会」などの主催。

県茶品評会には８１点、茶共進会に

は４６点がそれぞれ出品。県茶品評

会の荒茶の部門では、泉町の橋口有

共氏が最高賞を受賞。さらに特別賞

として、農林水産大臣賞も受賞した。

橋口氏は荒茶価格低迷、生産資材

の高騰という厳しい状況の中で、茶

園管理と品質の向上に積極的に取り

組み、今回の受賞につながった。

橋口氏は、「今回の受賞は、多くの

皆様のご指導、ご協力、日々の応援

のお陰。これからもこの受賞に恥じぬ

よう技術を磨き、いずみの茶業振興

に少しでも力になれるように努めて行

きたい」と話していた。

なお、橋口氏は、昨年６月２７日に

開催された2019年産の茶の出来栄え

を競う県茶品評会の蒸製玉緑茶部門

においても、一等を受賞していた。

【写真提供：泉支所さま】

１５周年祭で賑わう～東陽交流センターせせらぎ

連

載

◆「就活」で振り返った人生

先月頃から、「そろそろ就職のことも

考えなければ」と思って、「就活」を開

始した。まず、「自己分析」である。

小学校高学年から大学までの経験

を振り返り、自分が何に対して、ある

いはどういう環境なら頑張れるのかを

振り返る。そして、仕事を通して何を

追求したいとか、どういう人材になりた

いとかを考えた。

学校の先生、部活の先輩、指導者

の先生、インターンシップ時の上司な

どなど、「今までいろんな出会いがあり、

支えてもらったな」ということに気づき、

思わず目頭が熱くなった（笑）。

そして、自分の強みや志を、矢野香

『 一 分 で 一 生 の 信 頼 を 勝 ち取 る法

―NHK式7つのルール』の内容に従っ

て、１分の自己紹介形式にまとめた。

自分の過去・現在の経験を振り返り、

書き出して文章化すると、今まで意識

していなかった自分の特性や感情が

明らかになって面白い。

それを、１分のスピーチ形式にまと

め、自己紹介のネタとしてストックして

おけば、初対面の人と会話する時も

役に立つだろう。

【人生のまくら話⑩～鈴嶋克太】
中学生の時にやっておけばよかったこと

～自己分析～

◆進路選択で、自己分析をするべき

理由

日本の就活事情に関しては、例えば、

新卒一括採用、リクルートスーツの画

一性、大学の「職業安定所化」などの

観点で、揶揄するような言説が少なく

ない。しかし、自己分析や自己紹介の

ネタ作りは、やっていて損はないはず

だ。

日本の就活事情が奇異なのは、む

しろ「大学４年になったら、みんな一斉

にリクルートスーツを着て、いろんな就

活イベントに出て」というような、「大学

生活＝就活」的な状況だと思う。

自己分析や自己紹介のネタ作りなど

は、小学校の時からやれば良い。高

校・大学受験の時も、自己分析して自

分の特性を理解した上で、偏差値な

どの基準によらず自分に最適な学校

を選ぶようにすればよい。

大学入学後も、常日頃から自己分

析・自己紹介練習などを積み重ねて

おけば、大学４年になってから、わざ

わざ画一的・テクニック的な「就活」に

取り組む必要もない。自己分析、自己

紹介の練習を就活のためだけにやる

のでは実にもったいない。この様なわ

けで、中学生の時からやっておけばよ

かったなと思うのである。

２月８日から１１日までの４日間、東

陽交流センターせせらぎで、開館１５

年を記念して、「１５周年祭」が開催さ

れた。

菜摘館前の会場では、猪汁の無料

提供や餅つき大会があり、せせらぎ

内では、「お得な１５周年袋」を買い

求める人や「お楽しみ抽選会」の順

番を待つ人々で賑わっていた。

同センターは、旧東陽村が地域振

興の核施設として2005年２月に開業。

温泉や地元野菜の直売所、物産館、

熊日中３クラブと中３学習ルームで、入試に勝つ！

宮原販売センターと鏡

販売センターの合同企

画として、昨年同様に氷

川流域の５中学校の中３

生のみなさまに、中３クラ

ブ準備号を４月に学校を

通じてお届けしますので、

ぜひご活用下さい。

また、これに合わせて

熊日朝刊に掲載されて

いる中３学習ルームを活

用戴くと、さらに効果も

アップします。

専用のスクラップ帳を使

うと便利ですので、ご希

望の方は宮原販売セン

ターまでご連絡下さい。

【Ｔｅｌ６２－３８６８】

レストランなどがあり、東陽地区ふる

さと公社が運営している。

　巻爪矯正しませんか？
　　　（完全予約制）

　詳しくはホームページでご確認ください。

　お電話またはＬＩＮＥにてご連絡ください。

　  https://www.bbhikawa.com/makidume.html

　　　０９６５−６２−１８８５

ひかわ整骨院・
熊本巻爪センター



　

写真上：講演を行う内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事
務局の田中次長、写真下左から３期生、４期生の活動報告

【2020.2.24　熊日朝刊の掲載記事】

ファーストペンギンになる⑫
2/23SDGｓフォーラム、課題解決コースが奮闘

２月２２日、SDGｓフォー

ラムに登壇いただく内閣

官房まち・ひと・しごと創

生本部事務局の田中次

長、宮崎大学地域資源

創成学部の根岸副学部

長に加え、神奈川県、大

阪府、奈良県、広島県か

ら参加される宮原好き

ネットのメンバーの懇親

会をビニールハウスで開

催。私たちまちの課題解

決・探究コース１期生が

手作り料理でもてなし、

まちづくりの情報交換を

行った。

翌２３日は熊本県立劇

場にてフォーラムを開催

し、コロナウイルスの関

係で１５人の欠席者が出

たものの、８０人が参加し、

半数以上は町外者で

あった。宮原販売セン

ターと㈱氷川のぎろっ

ちょの共催。

全国の大学関係者が、課題解決・探究コースに熱視線！！

2020新規事業～１泊２日の人財育成塾・参加者募集～

ＡＯ等入試対策、３ヵ年で人財育成プログラムの構築目指す
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◆第１回人財育成塾の募集概要

・日 時：３月２１日（土）１０時～２２日（日）１３時

・場 所：宮原販売センター（宿泊含む）及び周辺

・対象者：小４生～高２生（子ども記者は小３生も可）

・参加費：９，６００円（子ども記者は４，８００円）

※４食、おやつ、入浴料等含む

・募集人員：８人

・申込期限：３月１７日（火）※定員になり次第締切り

・申込先：宮原販売センター（岩本090-3197-7908）

・その他：ＪＲ利用者は有佐駅までの送迎あり

★プログラム

【２１日】オリエンテーション（名刺交換ほか）、まち歩き、昼食、

情報マップまとめ、買い物、入浴（温泉）、食事作り、夕食後

に夜桜散策、ふりかえり

【２２日】朝食、発表まとめ、発表のやり方、感想まとめ、保護

者報告会、昼食会（保護者含む）

が送られています。

前述のフォーラムでは、鎮西高

校教頭補佐の西先生より「㈱ぎ

ろの子どもたちなら、半年預けて

もらえれば相当な大学まで合格

させる自信がある。饅頭に例え

るとアンコがあるので、あとは側

を包むだけだから」との発言があ

りました。

◆３年目には軌道に乗せたい

大学にとってＡＯ・推薦入試は

面倒なのですが、社会の要請を

受けて変わらざるを得ない状況

に来ています。

そこで、宮原販売センターと㈱

氷川のぎろっちょでは、従来の

ネットワークを活用しながら2021

年２月より本格的なＡＯ・推薦入

試プログラムの実施を目指しま

す。そのために、2020年度は短

期の人財育成塾（下記参照）を

年５回程度開催。年々バージョ

ンアップしながら、2021年から事

業を軌道に乗せ、社会の財産と

なる人財の育成を行いたいと

思っています。【岩本 剛】

◆2020大学入試改革を意識

宮原販売センターでは、2012

年より子ども記者クラブの県外研

修で東北被災地を取材し、ミニ

コミ紙等を通じて被害状況等を

レポートしました。

その後、2020年の大学入試改

革の概要が明らかになったこと

から、2015年より関西の大学訪

問に転換。これまでに、同志社

大学や龍谷大学など７大学を訪

問しています。

◆20大学・高専とのネットワーク

まちの課題解決・探究コース１

期生は会社設立のためにクラウ

ドファンディングを活用しました

が、その折、全国の大学・高専の

２３人の教官から約５０万円の支

援を戴いています。

これは、北海道大学や宮崎大

学など９つの国公立大学・高専と、

早稲田大学や同志社大学など１

１の私立大学の30人超の教官と

のネットワークに起因しています。

特に、今年で２０年目を迎える

地域づくりインターン等により町を

訪れた大学生らが約200人で、こ

の内１２人が大学等の教官となっ

ているのです。

◆大学入試改革と傾向

大学入試改革では、これまでも

問われていた「知識・技能」「思考

力・判断力・表現力」に加え【主体

性・多様性・協働性】を含めた「学

力の3要素」が評価の対象となり

ます。さらに高校時代の実績や

社会貢献活動も、合否判定に影

響を及ぼすと言われています。

一方で、大学入学者に占めるＡ

Ｏ・推薦入試の割合は年々増加

し、最終的には私立大学におい

て７０％を超えるのでは？とも言

われています。少子化が進み、早

い時期に実績のある優秀な学生

を確保する動きに拍車がかかるよ

うです。

◆課題解決コースの子どもたち

を我が大学へ

前述のような経緯や状況を踏ま

え、全国的にも例の無いまちの課

題解決・探究コースの取組みに

対し、大学関係者からの熱い視

田中次長のＳＤＧｓと地方創生の講演に続き、コー

ス１期生の堀川桃子が子ども記者クラブ等について

説明。その後、４・３・１期生の順に今年度の活動報

告を行った。４期生は大舞台でのデビューとなった

が、落ち着いて発表ができて安堵していた。

第３部ではパネルディスカッションを行ったが、詳

細は下記の熊日朝刊の記事を参照いただきたい。

なお、ディスカッションの内容については、今後ミ

ニコミ紙にて連載する。【熊本高専２年：竹山実李】


